
改定日　2023年5月16日

（対象期間：２０２１年10月1日～２０２2年9月30日）

エコアクション21

環境経営レポート

発行日　２０２３年２月１４日

サンキ工業株式会社



組織概要 2

対象範囲 3

会社経歴 3

組織図 4

環境経営システムの役割と責任、権限 4

環境経営方針 5

環境経営目標 6

環境経営計画 7

環境経営結果と評価① 8

環境経営結果と評価② 9

環境経営目標と実績及び取り組み結果の評価

環境関連法規の遵守状況確認及び評価の結果、

並びに違反、訴訟などの有無

代表者による全体の評価と見直し・指示

7．

11．

9．

8．

10．

目　次

2．

3．

5．

6．

１．

4．

9．

10

12． 13

11,12

-1-



1．組織概要

事業者及び代表者氏名

事業者　　サンキ工業株式会社

代表者　　代表取締役　加藤　博康

本社 所在地

愛知県名古屋市緑区鳴海町長田１３（TEL：052-892-1180）

北崎工場 所在地
愛知県大府市北崎町福池11（TEL：0562-46-7900）

大府第二工場 所在地
愛知県大府市横根町大猿尾66-1

環境管理責任者

部長　福田　善夫 連絡担当者：喜多村　和良（メールアドレス：k-kitamura@goodsanki.com）　

事業概要

自動車用金属部品の製造(金属プレス加工)・金型製造

事業規模

従業員　50名（２０２２年９月現在） 資本金　1,000万円

事業年度

事業年度　１０月～９月

主要設備

7

3

　３Dプリンター 1

　洗浄機 5

　３Dレーザー加工機 1

2

ワイヤーカット 3

　CAD／CAM 7

　コンタマシン 4

その他

7

5

49

9

4

6

　汎用フライス 3

　ボール盤 4

　旋盤

溶接関係

　溶接ロボット

　スポット溶接

パイプ関係

　汎用ベンダー

　ハイパーベンダー

　専用切削機

　汎用切削機

　パイプ切断機

2

7

8

3

　ワイドプレス（110ｔ、200ｔ）

　リンクプレス（150ｔ、200ｔ）

　メカプレス（45ｔ～110ｔ）

　油圧プレス（150ｔ、200ｔ）

　レベラー

設備名 所有数 設備名 所有数

プレス関係

　サーボプレス（45ｔ～200ｔ） 12

金型関係

マシニングセンター 5

（６）

（７）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
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２．対象範囲

サイト

全組織全活動

認証・登録範囲

登録事業所：サンキ工業株式会社

対象事業所：本社（愛知県名古屋市緑区鳴海町長田１３）

北崎工場(愛知県大府市北崎町福池11)

大府第二工場（愛知県大府市横根町大猿尾66-1）

3．会社経歴

１９６０年（昭和３５年） 名古屋市南区にて創業

１９６３年（昭和３８年） 合資会社加藤製作所設立 

１９７３年（昭和４８年） 名古屋市緑区に工場移転

１９８０年（昭和５５年） マシニングセンター、ワイヤーカット放電加工機等導入

１９８３年（昭和５８年１２月） サンキ工業株式会社設立 

３次元ＣＡＤ ＣＡＭ導入 

１９８４年（昭和５９年） 量産、金型、試作部門明確化 

１９９５年（平成７年） 現社長　加藤博康　代表取締役就任 

１９９８年（平成１０年） 大府第一工場（大府市横根町子新田）建設 

２００５年（平成１７年６月） ＩＳＯ９００１：２０００取得 

２００６年（平成１８年４月） 大府第二工場（大府市横根町大猿尾）建設 

２０１２年（平成２４年１１月） 大府の２工場を大府市北崎町に集約 

２０１４年（平成２６年） インドネシアに合弁会社設立 

岩手県に合弁会社設立

技能実習制度　導入 

２０１８年（平成３０年） 駐車場拡大（約７００平米）　全部署冷暖房完備 

２０２０年（令和２年） アルミニウム製品試作開発部署の充実 

（１）

（２）
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４．組織図

#

5．環境経営システムの役割と責任、権限

ea21運用実施、実施状況確認報告・記録担当 各課リーダー

責任・権限役割

代表者

環境管理責任者

事務局

担当者

加藤　博康

福田　善夫

喜多村和良

大田　浩貴

環境経営方針作成、環境管理責任者任命、資源用意、システム見直

し、活動レポートの承認

ea21総責任者、ea21構築・運営、実績の総括、システムの整合性、運

用状況監査

全体計画立案、文書作成・管理、環境教育計画・実施、EMS事務管理

代表取締役 加藤 博康

専務取締役 加藤 久和

環境管理責任者 福田 善夫

事務局 喜多村 和良、大田 浩貴

工場長 前田 光明

事務課

製造1課 溶接課製造3課製造2課

北崎工場

工機課

本社(野並)工場

製造課 製造部事務課 検査・物流課

工務･品質管理部
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6．環境経営方針

　当社の経営方針でもある『感動』・『存続』・『貢献』の3つキーワードを軸に

　地球環境を守るべく環境に配慮した活動を目指します

『感動』･･･独創的な発想と圧倒的な品質で環境汚染未然防止に努め

　　お客さまにも地球にも感動していただくことを目指します

『存続』･･･環境経営の継続的改善を行なうことこそが地球が存続し

　　我々も存続できる道だと自覚します

『貢献』･･･地球環境を守るため 環境に配慮した社会活動で環境にも

　　社会にも貢献し続けます

上記の環境経営方針を軸に全従業員一丸となり以下のような活動方針を制定します。

1．全従業員が他人事ではなく自分事と認識し、自ら率先して活動方針に沿って環境保全・

環境汚染未然防止活動に参加します。

2．環境法令や各条例を遵守し要求事項を満足していきます。

3．環境保全活動を継続的に実施し、次の事項について環境負荷低減と適正状態の維持に努めます。

1）電気・水・ガソリン・ガス等、資源やエネルギーの使用量を低減します。

2）古紙リサイクルを推進し再資源化する事で、廃棄物の排出量を削減します。

3）加工油等化学物質の適正な管理に努めます。

4．地域社会貢献活動の取り組み

5．クリーンエネルギー・グリーン購入を積極的に採用することを推進します。

環境経営方針並びに活動方針を全社員に周知すると共に、一般に公開します。

2021年9月30日

　サンキ工業株式会社

代表取締役　加藤博康
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7．環境経営目標（39期～42期）

1）当期以降の目標

会社周辺の清掃活動

産業廃棄物の排出量（ｍ³）

化学物質の適正管理

化学物質使用量（ℓ）

CS向上の推進

不良件数削減（件）

-

--

-

-

地域社会貢献活動の取り組み

-3% -4%

73.26

13,523

0件

12,198

0件 0件 0件1件

- -

460

-2%

クリーンエネルギー採用グリーン購入

クリーンエネルギー採用

グリーン購入

-3% -4%

67,755 67,056

74

廃油・廃液排出量（ℓ）
-1%

69,850

目標(基準値比)

2023年10月～

2024年9月

2024年10月～

2025年9月

第40期第39期

-6%

-9% -12%

2,555

1,175,963

-3% -6% -9% -12%

第41期 第42期

2,474

評価基準　○:達成度100％以上　△:90～100％未満　×：90％未満

CO2排出量（tCO2/kwh）
調整後排出係数(0.000377)

-3%

軽油使用量（ℓ）

2021年10月～

2022年9月

2022年10月～

2023年9月

1,251,024

LPG使用量（kg）

2,718.26

環境経営目標　　項目

基準値

第36期

CO2排出量の削減

電力使用量（kWh）
1,213,493

2,636.71

-6%

-3% -6%

14,860.67

-9% -12%

1,138,432 1,100,901

2017年10月～

2018年9月

13,077

2,392

-9%

-3% -4%

-2% -3% -4%

水使用量の削減

水使用量（ｍ³）

産業廃棄物排出量の削減

-1%

14,415

508 494523.23

-1%

1,4181,432.53

476

13,969

1,447 1,404

-3%

-2%

1,389

72 71

11,832 11,710

-1%

12,076.02 11,954

73

-12%

69,151.50 68,453

-2%
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8．環境経営計画

1）当期の計画

・照明の無駄な点灯を無くす。休憩時、退社時の消し忘れ確認。

・パソコンの節電活動。(スリープモード、不要時電源オフ)

・設備不使用時の電源オフ。

・作業の効率化による設備稼働時間の低減。（2023年1月より）

・冷房28℃、暖房20℃の室温設定を徹底。

・工場照明LED化を検討する。

・運転時の急発進、急加速を止める。

・速度変化を少なくエコ状態を保つ。

・定期メンテナンスを行い良好な車両状態を保ち燃費を改善する。

・冷房28℃、暖房20℃の室温設定を徹底。

・お湯の無駄遣い抑制の為の掲示。

・手洗い場の蛇口閉め忘れ抑制。

・トイレ配管水漏れ点検。

・資源ゴミの分別強化。

・古紙のリサイクル活動。

・加工油や洗浄液の適量使用の徹底。

・使用量の把握と監視

・新規購入時のSDS取り寄せによる安全性確認

・不良件数の目標達成に向けた不良低減活動の実施。

・グリーンマーク、エコマーク品を優先的に購入。

・会社周辺の清掃活動（1回/月）

水使用量の削減
全工場

全社・全工場

LPG使用量の

削減

産業廃棄物排出量の削減

全社・全工場

全社・全工場

北崎工場

全社・全工場

全社・全工場

全社・全工場

全社・全工場

全工場

社用車・トラック

ガソリン･軽油

使用量の削減

会社周辺の

清掃活動

不良件数削減

化学物質使用量

の適正管理

全社・全工場

全社・全工場

全社・全工場

全社・全工場

クリーンエネルギー

採用

グリーン購入

全社

化学物質の適正管理

全社・全工場

クリーンエネルギー採用グリーン購入

CS向上の推進

地域社会貢献活動の取り組み

全社・全工場

全社・全工場

産業廃棄物・廃

油・廃液排出量

の削減

全社・全工場

活動項目 対象部署具体的な活動内容

電力使用量の

削減

CO2排出量の削減

全工場

全社・全工場

-7-



9．環境経営結果と評価①

実施した取り組み内容

・照明の無駄な点灯を無くす。休憩時、退社時の消し忘れ確認。

・昼休憩時は消灯し残業時は必要部署のみ点灯し無駄を削減。

・検査場のパソコンの消し忘れがないよう終業時に最終使用者が

わかるように記録している。

・洗浄機はタイマーでON・OFFを管理している。

・特別チームによる作業効率UPの活動を2022年1月より開始。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：123％　1番は生産数減少の為稼働時間が

少なかったことが要因であるが、その他の地道な取り組みも

要因の1つである。

実施した取り組み内容

・ドライブレコーダーより急発進、急加速時に注意喚起するよう

設定し意識付けを行い環境への負荷を低減。

・ドライブレコーダーよりエコ運転を評価するよう設定し、自身の

運転を客観的に把握しエコ運転を意識し環境への負荷を低減。

・定期メンテナンスを実施し正常な状態で走る事で環境への

負荷を低減。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：90％　未達理由は一部の製品で生産量が

増えたことによるトラック運搬頻度の増加が原因である。

実施した取り組み内容

・設定温度を見える化し啓蒙ON・OFFも管理。

・お湯の無駄遣い抑制の為夏場は給湯器の

電源をOFF。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：127％　稼働時間減に加え設定温度を見える化

したことでメリハリのある空調設備の使用が出来たことができました。

実施した取り組み内容

・手洗い場の蛇口閉め忘れ抑制。

・トイレ配管水漏れを掃除の都度確認。

環境目標項目 実施した取り組み内容と分析･評価 達成･未達成の要因 来期の取り組み

二酸化炭素

排出量

・外国人向けの啓蒙

活動にも力を入れて

いきます。

電力使用量

の削減

社用車・トラッ

ク　　　ガソリ

ン･軽油

使用量の削

減

・次期は照明のLED

化やインバーター付コ

ンプレッサーの採用な

ど大きな取り組みの

実施をお願いしま

す。

・納入先と連携し運

搬計画を見直し効

率良く運搬できるよう

に見直します。

LPG使用量の

削減

水使用量の

削減

・LPGの使用量の

データ収集、分析か

ら削減のヒントを得

て、安定的に削減に

出来るようにします。
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9．環境経営結果と評価②

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：126％　稼働時間減に加え、

啓蒙活動により意識向上が見られました。

実施した取り組み内容

・資源ゴミの分別強化。

・古紙のリサイクル活動。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：150％　稼働時間減に加えゴミの分別を

行なうことでゴミとして出していた物をリサイクルへ回すことができ

削減へ繋がっている。

実施した取り組み内容

・洗浄機の洗浄液交換頻度適正化を行なうため交換履歴の

記録を実施。

・加工油の付け過ぎの防止を指示し、廃油の減少に努めた。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：130％　生産量減に加え適正化を意識させる

ことで削減へ繋がっている。

実施した取り組み内容

・加工油の付け過ぎを金型の摩耗や製品加工の観点から

作業者へ説明し適正管理に努めました。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成率：155％　生産量減がある為使用量は減少

している。

CS向上の推進 実施した取り組み内容

・不良低減活動により流出不良削減の実施。

分析･評価 達成･未達成の要因

目標達成件数：0件　出荷量減ではあるが、小さな不良も

出さないという意気込みの活動が良い結果に繋がっています。

実施した取り組み内容

・リサイクル商品の購入など。

分析･評価 達成･未達成の要因

・リサイクル商品の購入の継続。地域社会貢献活動未実施。

・外から持ち込んだゴ

ミを持って帰るなどゴ

ミを発生させないよう

な活動も推進してい

きます。

化学物質の適

正管理

クリーンエネル

ギー採用グリー

ン購入　地域

社会貢献活動

の取り組み

・来期も継続しルー

ル化出来るものは整

備していきます。

・来期も継続しルー

ル化出来るものは整

備していきます。

・効率UPも見込んだ

活動内容のレベルUP

を図ります。

・地域社会貢献活動

の実施を行なう。

産業廃棄物・

廃油・廃液

排出量の

削減
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10．環境経営目標と実績及び取り組み結果の評価

1）当期の目標と実績

%

%

%

%

%

%

%

※CO2実排出量　322041140.2

-
- -

-
-

1件

地域社会貢献活動の取り組み

1件
(水溶性加工油採用)

会社周辺の清掃活動

127 %

124 %

CS向上の推進

不良件数削減（件） -0件 0件1件

CO2排出量（tCO2/ｋｗｈ）

調整後排出係数(0.000377)

-3% -26%

523.23 508 387.28

水使用量の削減

水使用量（ｍ³）
-1% -27

1,447 1,433 1057
126

クリーンエネルギー採用グリーン購入

クリーンエネルギー採用

グリーン購入

産業廃棄物の排出量（ｍ³）
-1% -47

74 73 39

○

○

廃油・廃液排出量（ℓ）
-1% -27

130 % ○
69,850 69,152 50,800

14,860.7 14,414.9 10,454.3

軽油使用量（ℓ）
-3% 6.7

2,718.26 2,636.71 2,900.95

CO2排出量の削減

電力使用量（kWh）
-3% -26

1,251,024 1,213,493 924,237
123 % ○

評価基準　○:達成度100％以上　△:90～99％　×：90％未満    

環境経営目標　　項目

基準値 第39期
達成度

（％）
評価第36期 2021年10月～2022年9月

2017年10月～ 目標
(基準値比)

実績
2018年9月

%

157 %

155 %

△

○

○

○

○

90 %

化学物質の適正管理

化学物質使用量（ℓ）
-1% -56

12,198 12,076 5,326
○

産業廃棄物排出量の削減

LPG使用量（kg）
-3% -30
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グリーン購入法

地球温暖化対策推進法

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

資源有効利用促進法

家電リサイクル法

小型家電リサイクル法

自動車リサイクル法

浄化槽法

労働安全衛生法

騒音規制法

振動規制法

消防法

防火管理者の選任、消防計画作成

消

防

浄化槽の設置、保守点検、清掃及び

製造について規制

分別排出、再資源化を適正に実施する者への

引き渡し

リサイクル業者への引き渡し

リサイクル費用の預託

11．環境関連法規の遵守状況確認及び評価の結果、

並びに違反、訴訟などの有無

規制事項等法律・条例規則の名称

環境基本法

主な規制内容

環境管理

責任者

評価

事業者
環

境

一

般

○

○

事業者

事業者

公害防止・自然環境保全

廃棄物の適正な処理

再生資源等の利用

国・地方公共団体の施策に協力

環境物品への需要転換

温室効果ガスの排出抑制

国・地方公共団体の施策に協力

小型電子機器

エアコン、テレビ、

冷蔵庫

資格保有業者へ委託、マニュフェストの保管

(5年保管)

エアコンの適切な場所への設置

定期点検と記録簿の保管(3年間)

長期間使用、排気時再資源化

リサイクルする者への引き渡し、リサイクル料金の

一般廃棄物

産業廃棄物

業務用エアコン

コンプレッサー

パソコン

○

○

○

○

水

質

騒音発生施設

振動発生施設

火災の予防

騒音発生施設の届出、規制基準の遵守

振動発生施設の届出、規制基準の遵守

危険物の管理、少量危険物の管理

労

働

し尿及び

雑排水

労働者の安全と健康を確保

安全衛生管理者の選任

快適な職場環境の提供、健康診断の実施

環境関連法規制等チェック表に当社の規制を受ける事項を取りまとめ遵守状況を確認した結果、環境関連法規制等は

遵守されていることを確認しました。

遵守すべき環境関連法等の規制の内容と確認結果は以下のとおりです。

また、近隣からの苦情も無く行政機関より違反の指摘・指導・訴訟等も過去3年間ありません。

○

事業者

支払い
○

使用済み

自動車

廃

棄

物

○

○

○

○

○

○
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大府市環境基本条例

すること

名古屋市環境保全条例

生活を営むことができる良好な環境を保全

すること

11．環境関連法規の遵守状況確認及び評価の結果、

並びに違反、訴訟などの有無

市民の健康で文化的な生活の実現に寄与

事業所

現在及び将来の世代の市民が健康で安全な

○

条

例

事業所

環境の保全及び創造に関する施策を総合的

○
かつ計画的に推進し、現在及び将来の世代の
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12．代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役　加藤博康

　サンキ工業株式会社

2022年11月8日

全

体

評

価

対象 変更/改訂 見直しの内容・指示事項
見

直

し

・

指

示

環境経営計画・目標

環境経営方針

実施体制

有
軽油の使用量増加が発注増加によるものか分析を行い、業務

改善を行なうべきかどうか判断して下さい。

特にありません。

この活動を全従業員が他人事と思わず一致団結で行える体制

を構築していきましょう。

項目 評価内容

環境への取り組みは適切に実施され

ているか

環境に配慮した提案や活動が実施され、定着を目指して適切

に取り組むことができています。

環境経営システムが有効に機能して

いるか
問題無く有効に機能しています。

無

有

またエコアクション21の活動を行なうことで、カーボンニュートラルやSDGsに対しても意識的に活動が

実施されることを期待しています。

　40期以降は、照明のLED化などCO2排出量の削減に向けた設備改善や従業員の意識向上の

ための更なる活動の活発化に期待します。

感じています。

　39期のエコアクション21の目標については軽油の使用量のみ増加し未達成になっております。発注量

増加による走行距離増加の影響があると思われます。

その他の項目については目標を達成しています。

　エコアクション21の活動では事務局の古紙リサイクルや資源ゴミの分別、ゴミの持ち帰り推進などの

提案により産業廃棄物の削減、環境に対する従業員の意識向上が図られた活動が増えていると
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